
                        

     

                       

六
月
二
日
、
連
谷
お
助
け
隊(

二
十
五

名)

は
恒
例
行
事
と
な
っ
た「
お
田
植
え
感

謝
の
夕
べ
」
を
開
催
し
た
。 

 

週
間
予
報
は
意
地
悪
く
開
催
当
日
の

み
雨
マ
ー
ク
で
ス
タ
ッ
フ
の
面
々
は
心

配
し
き
り
で
あ
っ
た
が
、
「
勢
い
で
天
気

に
し
て
し
ま
え
」、「
天
気
の
こ
と
を
言
う

な
」
を
合
い
言
葉
に
バ
ザ
ー
の
具
材
な
ど
、

前
日
に
調
達
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

さ
て
、
当
日
、
八
時
集
合
。
林
義
明
リ

ー
ダ
ー
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
と
思

う
が
、
い
く
ら
腹
が
立
っ
て
も
煮
え
く
り

返
っ
て
も
顔
は
笑
っ
て
、
こ
ら
え
て
笑
っ

て
、
笑
っ
て
今
日
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
」
と
挨
拶
。
統
括
の
原
田
佳
治
・

小
山
英
樹(

敬
称
略)

か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

役
割
分
担
が
あ
り
設
営
に
掛
か
っ
た
。
い

つ
も
何
か
と
助
け
ら
れ
て
い
る
保
存
会

の
有
志
も
設
営
の
一
員
と
し
て
頑
張
り

を
み
せ
た
。 

～
ど
う
や
ら
、
雨
は
勢
い
に
退
散
し
た
よ

う
だ
～ 

 

駐
車
禁
止
を
視
野
に
県
道
の
両
脇
に

ロ
ウ
ソ
ク
を
置
き
、
連
谷
小
学
校
を
駐
車

場
に
お
借
り
し
た
が
午
後
三
時
に
は
満

車
の
状
態
で
お
助
け
隊
の
駐
車
係
り
は

周
辺
の
広
場
や
民
家
に
も
お
願
い
す
る

始
末
で
肝
心
の
「
灯
そ
う
千
枚
田
」
を
見

た
の
か
見
な
い
の
か
、
て
ん
て
こ
舞
い
の

状
況
で
あ
っ
た
。
六
時
半
、
千
五
百
本
の

ロ
ウ
ソ
ク
を
一
般
の
人
た
ち
を
交
え
点

灯
。
七
時
、
小
山
泰
徳
か
ら
「
お
田
植
え

感
謝
の
夕
べ
」
の
開
催
宣
言
。 

 

に
わ
か
作
り
の
舞
台
で
は
連
谷
小
学

校
児
童
五
名
が
合
唱
。
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
市
役
所
に

勤
め
る
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
「
ハ
イ
コ
ー

ズ
」
の
バ
ン
ド
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

(

ハ
イ
コ
ー
ズ
は
昨
年
三
月
廃
校
に
な
っ

た
県
立
鳳
来
寺
高
校
卒
業
生
な
ど
五
名

で
結
成
。
本
日
が
初
舞
台
で
あ
る) 

恒
例
参
加
の
「
こ
ど
も
陣
太
鼓
」
は
背

景
に
千
枚
田
に
灯
る
幻
想
的
な
ロ
ウ
ソ

ク
が
観
賞
で
き
る
駐
車
場
に
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
、
盛
り
上
が
り
を
一
層
魅
せ
た
。
バ

ザ
ー
は
メ
ン
バ
ー
や
、
そ
の
嫁
っ
こ
、
娘

た
ち
が
販
売
を
担
当
。
棚
田
っ
娘
の
五
平

餅
も
売
り
切
れ
の
盛
況
で
あ
っ
た
。 

九
時
半
、
今
泉
実
史
に
よ
る
閉
会
の
言

葉
で
無
事
終
了
し
た
。
観
客
の
帰
っ
た
の

を
見
定
め
、
棚
田
を
灯
す
千
五
百
本
の
ロ

ウ
ソ
ク
を
メ
ン
バ
ー
全
員
と
自
主
的
に

協
力
し
た
中
学
生
で
消
し
て
ま
わ
り
散

会
し
た
。 

 

振
り
返
っ
て
・
・
・
二
十
数
名
の
お
助

け
隊
が
五
百
人
を
超
す
見
学
者
の
対
応

は
限
界
を
超
え
て
お
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
地
域
活
性
化
は
望
む
も
の
の
課

題
も
大
き
い
。
こ
の
十
六
日
に
は
反
省
会

を
開
き
方
向
性
を
探
る
所
存
で
あ
る
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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環
境
整
備
活
動 

《
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
》 

①
五
月
二
十
六
日
、
保
存
会
、
方
瀬
集
落

は
市
道
、
生
活
道
な
ど
の
住
環
境
整
備
を

実
施
し
た
。 

②
五
月
二
十
七
日
、
保
存
会
、
連
谷
お
助

け
隊
は
六
月
二
日
に
お
助
け
隊
主
催
で

開
催
す
る
「
お
田
植
え
感
謝
の
夕
べ
」
を

視
野
に
ふ
れ
あ
い
広
場
・
千
枚
田
入
口
周

辺
、
ろ
う
そ
く
を
灯
す
景
観
道
等
々
の
草

刈
り
、
清
掃
作
業
を
実
施
し
た
。 

                

千
枚
田
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト 

 

「
お
田
植
え
感
謝
の
夕
べ
」
の
日
、
地

元
の
稲
熊
和
男
さ
ん
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
ア
ー
ト
の
作
品
四
点
が
寄
贈
さ
れ
た
。 

               

写
真
右
よ
り
「
よ
う
こ
そ
千
枚
田
」
と

フ
ク
ロ
ウ
が
皆
さ
ん
を
迎
え
、
次
は
眼
光

鋭
い
「
鷹
」
が
ふ
れ
あ
い
広
場
か
ら
千
枚

田
を
見
張
り
、
ビ
オ
ト
ー
プ
で
は
二
匹
の

カ
エ
ル
が
「
ぶ
じ
か
え
る 
わ
が
や
え
」

と
愛
嬌
あ
る
風
情
で
訪
れ
た
人
々
を
お

見
送
り
し
て
い
る
。 

千
年
の
杜 

 

新
入
社
員
研
修
や
藁
を
購
入
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
深
い
絆
を
持
つ
横
浜
ゴ
ム

新
城
工
場
で
は
五
月
二
十
六
日
、
第
四
回

千
年
の
杜
植
樹
祭
が
工
場
内
の
防
災
公

園
で
開
催
さ
れ
、
保
存
会
か
ら
高
橋
庄
一
、

高
橋
孝
行
、
今
泉
雅
男
、
松
下
誠
、
小
山

舜
二
が
参
加
し
た
。 

三
遠
南
信 

六
月
一
日
、
あ
い
ち
県
民
の
森
を
会
場

に
三
遠
南
信
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
設
立
総
会
・
大
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

大
交
流
会
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ

シ
ョ
ン
で
は
十
七
団
体
か
ら
各
地
域
の

取
り
組
み
、
活
動
が
闊
達
に
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

三
遠
南
信
地
域
の
連
携
を
深
め
る
有
意

義
な
交
流
会
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

こ
れ
ま
で
、
設
立
準
備
会
の
一
員
と
し

て
会
合
に
出
席
し
て
き
た
が
十
一
月
に

開
催
す
る
「
第
二
十
回
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
２ in

三
河
」
に
向
け
、
多
忙
を

極
め
る
こ
と
も
地
域
の
連
携
・
活
性
の
た

め
、
ふ
ん
ど
し
を
締
め
、
取
り
か
か
る
所

存
で
あ
る
。 

小
水
力
発
電 

四
谷
の
千
枚
田
を
潤
す
恵
ま
れ
た
湧

き
水
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
装
置
が

愛
知
県
の
１
号
機
と
し
て
設
置
準
備(

愛

知
県
農
林
水
産
部
農
業
総
合
試
験
場
。
設

楽
建
設
事
務
所
に
よ
る
水
量
調
査
等)

が

行
わ
れ
て
い
る
。 

大
村
知
事
は
愛
知
県
は
全
国
で
も
一

番
の
農
業
用
水
路
を
有
し
、
千
枚
田
を
事

例
に
小
水
力
発
電
の
設
置
、
普
及
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。 

田
の
草
取
り 

六
月
七
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

一
年
生
二
十
三
名
は
自
ら
植
え
た
稲
の

生
長
に
ビ
ッ
ク
リ
。
粳(

ミ
ネ
ア
サ
ヒ)

と

糯(

ス
ズ
ハ
ラ
モ
チ)
の
生
育
調
査
、
水
質

調
査
、
生
き
物
調
査
な
ど
を
行
っ
た
後
、

田
の
草
取
り
を
丁
寧
に
行
っ
た
。
ま
た
、

梅
の
収
穫
や
地
域
色
豊
か
な
料
理
を
地

元
の
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
学
ん
だ
。 

    

 

          

小
さ
な
旅 

(

Ｎ
Ｈ
Ｋ(

総
合) 

六
月
二
十
四
日
、
日
曜
日
の
午
前
八
時

か
ら
三
十
年
以
上
の
歴
史
あ
る
「
小
さ
な

旅
」
が
放
送
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

  

行 
 

平
成
二
十
四
年
六
月
十
五
日 

 
  

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

モ
リ
ア
オ
ガ

エ
ル
の
産
卵

が

盛

期

で

す
。 

(

六
月
十
日

撮
影) 


